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川 
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№1300

平成25年8月10日

（毎月10日・25日発行）

伊佐沼公園 川越市シンボルマーク

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

川越百景の写真  募集します：4
川越市防災訓練を実施：4
　　祝！300万人突破：7
●「上下水道局だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。
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国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
制
度
で
す

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
が

ゆ
と
り
を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
た
公
的
な
個
人
年
金
で
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込
み
は
、

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
L
0
1
2
0
‐

6 

5
‐
4
1
9
2
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
漏
水
調
査

水
道
施
設
課
L
2
2
3
‐
3
0
7
5

　

宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
器
や
止
水
栓
と
、

本
管
ま
で
の
間
の
水
漏
れ
を
調
査
し
ま

す
。
腕
章
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
た
上
下
水
道
局
の
委
託
業
者
が
伺
い

ま
す
。
留
守
の
場
合
で
も
調
査
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
間
…
8
月
中
旬
～
12
月
20
日
㈮

対�

象
…
芳
野
・
古
谷
・
南
古
谷
・
山
田
・
名な

細
ぐ
わ
し

・
霞
ケ
関
北
出
張
所
管
内
の
全
地
区
、

本
庁
・
霞
ケ
関
出
張
所
管
内
の
一
部

＊
物
品
の
販
売
・
費
用
の
請
求
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
下
水
道
局

が
建
物
内
の
水
道
管
清
掃
業
者
を
あ
っ
せ

ん
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
な
ど
を
減
免
し
ま
す

資
産
税
課
L
2
2
4
‐
5
6
4
5

　

面
積
が
明
確
な
私
道
の
固
定
資
産
税
な

ど
は
、
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
が
公
道
と
の
出
入
り
に
利

用
す
る
敷
地
内
通
路
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
市
民
意
見
箱
」
で
皆
さ
ん
の

声
が
市
長
に
直
接
届
き
ま
す

広
聴
課
L
2
2
4
‐
5
0
1
1

　

よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
、「
市

民
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
出
張
所
や
公
民
館
な
ど
、

次
の
26
か
所
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

は
、
市
長
が
直
接
拝
見
し
ま
す
。
様
式
は

自
由
で
す
。
意
見
箱
に
は
専
用
の
用
紙
が

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
氏
名
と
住
所
を

明
記
し
、
意
見
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
政
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
す
る

ご
意
見
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

　

 

本
庁
舎
1
階
・
出
張
所
・
南
連
絡
所
・

メ
ル
ト（
西
文
化
会
館
）・
ジ
ョ
イ
フ
ル

（
南
文
化
会
館
）・
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
・

オ
ア
シ
ス（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）・
中

央
公
民
館
・
南
公
民
館
・
北
公
民
館
・

高
階
南
公
民
館
・
霞
ケ
関
北
公
民
館
・

川
鶴
公
民
館
・
大
東
南
公
民
館
・
中
央

図
書
館
・
西
図
書
館
・
ク
ラ
ッ
セ
川
越

＊
こ
の
ほ
か
に
、
郵
送（
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
広
聴
課
）・
専
用

フ
ァ
ク
ス
O
2
2
2
‐
5
4
5
4
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
政
へ
の
提
案
フ
ォ

ー
ム
」
か
ら
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
の
交
付

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
‐
5
8
3
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
＝
医
療
助
成
課

L
2
2
4
‐
5
8
4
2

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、

次
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
申
請
す
る

と
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
受
診
時
の
一
部
負
担
金
と
入
院
時
の

食
事
代（
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
は
一

部
負
担
金
の
み
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
、国
保
被
保
険
者
の
方
に
は
、

更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

で
今
年
度
も
該
当
す
る
方
に
は
、
医
療
助

成
課
か
ら
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
所

得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
…
国
保
被
保
険
者
は
①
ま
た
は
②
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
は
③

に
該
当
す
る
方

① 

国
保
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
＝
世
帯
主
と
国
保
被
保
険
者
全

員
の
、
平
成
25
年
度
市
・
県
民
税
が
非

課
税

② 

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
＝
世
帯
主
と

国
保
被
保
険
者
の
中
に
、
平
成
25
年
度

市
・
県
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
、
受
診
者
本
人
が
70
歳
未
満

③ 

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
世
帯
全
員
の
平

成
25
年
度
市
・
県
民
税
が
非
課
税

　期間内にスタンプを4つ集めると、1回
無料で入館できるカードを市立博物館で発
行しています。詳しくは、お尋ねください。
＊カードの発行およびスタンプは有料入館
時のみが対象になります。
期間…平成26年2月28日㈮まで
無料入館期限…同26年12月21日㈰まで

入館300万人達成記念キャンペーン

市立博物館L222－5399

ポイントカード発行 !
博物館に行ってスタンプを集めよう
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小
規
模
修
理
・
修
繕
等
の
業
者
登
録

契
約
課
L
2
2
4
‐
5
6
3
2

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
理
・
修
繕

等
に
つ
い
て
、
契
約
の
見
積
も
り
合
わ
せ

な
ど
に
参
加
を
希
望
す
る
市
内
業
者
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

現
在
登
録
し
て
い
る
方
も
、
9
月
30
日

で
登
録
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
申
請
が

必
要
で
す
。

資�

格
…
市
内
に
本
店
・
本
社
が
あ
り
、
市

の
入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
業
者
登
録

を
し
て
い
な
い
（
個
人
・
法
人
は
問
い

ま
せ
ん
）

申�

請
方
法
…
契
約
課（
本
庁
舎
3
階
）・
出

張
所
に
あ
る
申
請
書（
8
月
12
日
㈪
か

ら
配
布
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
契

約
課
に
提
出

受�

付
日
時
…
9
月
2
日
㈪
～
20
日
㈮（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
午
前
9
時

～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器

指
定
引
取
場
所
の
変
更

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
‐
6
2
6
7

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器
で
あ
る

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫（
冷
凍
庫
）・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の
指
定
引
取
場
所

が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
指
定
引
取
場
所

新�

規
…
㈱
木
下
フ
レ
ン
ド
川
越
営
業
所

（
松
郷
8
8
6
‐
9
、
下
図
参
照
）

L
2
7
2
‐
7
7
5
0

継�

続
…
日
本
通
運
㈱
埼
玉
支
店
川
越
営
業

所（
南
大
塚
六
丁
目
37
︲
3
）
L
2
4
9

‐
0
2
0
1

廃�

止
…
武
蔵
貨
物
自
動
車
㈱
川
越
支
店

　
納
期
限
は
、
9
月
2
日
㈪

市�

県
民
税（
第
2
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
2
期
）

　
医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
2
期
）

　
介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

㈱木下フレンド
川越営業所

オアシス 国
道
２
５
４
号

小仙波

●

●

●

ホームセンター

タイヤ店

至川越市街

●自動車販売店

県道川越日高
線

選挙管理委員会事務局L224－6120

参議院議員通常選挙の結果

＊名簿届出政党等の名簿登載者得票数を含みます。

＊小数点以下は、案分によるものです。

■参議院比例代表選出議員選挙
政党等の名称（届け出順） 得票数
みんなの党 16,978.613票
民主党 17,467.920票
新党大地 758.002票
社会民主党 3,158   票
生活の党 3,416.304票
みどりの風 1,219.498票
自由民主党 42,874.311票
日本共産党 16,450.310票
公明党 23,318.601票
緑の党グリーンズジャパン 943.721票
日本維新の会 14,447.052票
幸福実現党 485.652票

●有効投票（川越市）　141,518票
●投票率（同）　　　　　 51.45％

■参議院埼玉県選出議員選挙

候補者氏名（党派） 得票数　（　）内は全県
当 古川俊治（自由民主党） 43,459票（1,000,725票）
当 矢倉かつお（公明党） 30,158票（　599,755票）
当 こうだ邦子（みんなの党） 20,868票（　485,559票）

川上やすまさ（社会民主党） 3,040票（　 65,749票）
山根りゅうじ（民主党） 25,181票（　389,625票）
谷井みほ（幸福実現党） 937票（　 22,345票）
みやなが照彦（埼玉の未来を創る会） 1,117票（　 21,358票）
伊藤岳（日本共産党） 16,748票（　353,594票）

●有効投票（川越市）　141,508票
●投票率（同）　　　　　 51.46％
＊候補者氏名は、届け出順に通称名、敬称略で記載。

　7月21日に行われた、参議院議員通常選挙の結果は
次のとおりです。
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●�事業評価外部会議を開催　行政改革推進課L224－5505
　�市が実施する事業のあり方について、公開の場で外部評価人（市民・外部有識者）が議論を行う会議を開催します。これからの
事業運営に生かすため、事業の今後の方向性や改善点などについて話し合います。対象事業など詳しくは、市ホームページで
確認できます。傍聴は当日直接会場、入退室自由です。8月27日㈫、午後6時～。7A会議室（本庁舎7階）。
●�住宅改修補助金の追加受け付けのお知らせ　産業振興課L224－5934
　�住宅改修補助金の追加受け付けを8月19日㈪から開始します。詳しくはお尋ねください。
●�東後楽会館の風呂休止について　高齢者いきがい課L224－5809
　�8月27日㈫～9月15日㈰、重油タンク改修工事のため風呂が休止になります。
●�成年後見講座の開催　高齢者いきがい課L224－5809
　�9月4日㈬、午後1時30分～4時30分。クラッセ川越。先着50人。500円。8月15日㈭、午前9時から電話・ファクスで永
田秀平LO232－4561

●�訂正　7月25日発行の広報川越№1299・16ページ、市立博物館の8月の休館日　市立博物館L222－5399
　�誤＝月曜日　正＝月曜日・23日㈮。ご迷惑をおかけしました。

川越百景の写真 募集します
都市景観課L224－5961

　平成24年度に市制施行90周年を記念して、市内の景観

を公募し、「川越百景」として選定しました。

　多くの人に百景の魅力を知ってもらうため「みんなで作

る川越百景写真集」をテーマに、百景お勧めのワンショッ

トを募集します。「川越百景」は5月10日発行の広報川越、

市ホームページでお知ら

せしています。

　優秀作品は、平成26

年度末発行予定の「川越

百景写真集（解説付き）」

に掲載します。たくさんのご応募お待ちしています。

募集期間…平成26年7月31日㈭まで

応 募方法…市ホームページの応募フォームから写真データ

（ファイル形式は JPEG・2MBまで )を添付

＊プリントアウトした写真での応募はできません。

川越百景のひとつ「時の鐘」川越百景のひとつ「時の鐘」

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
4

防
災
危
機
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
回
は
、
出
張
所
管
内
13
か
所
の
市
立
小
中
学
校
で
、
避
難
所

開
設
訓
練
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
、
徒
歩
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

自
動
車
等
で
会
場
周
辺
を
通
る
際
は
、
歩
行
者
へ
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

日 

時
…
9
月
1
日
㈰
、
午
前
8
時
～
10
時
30
分

会 

場
…
芳
野
小
学
校
、
東
中
学
校
、
古
谷
小
学
校
、
高
階
小
学
校
、

高
階
西
小
学
校
、
寺
尾
中
学
校
、
高
階
北
小
学
校
、
高
階
南
小

学
校
、
福
原
小
学
校
、
上
戸
小
学
校
、
名
細
中
学
校
、
広
谷
小

学
校
、
山
田
中
学
校

川
越
市
防
災
訓
練
を
実
施

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災

害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
8
月
30
日（
予
定
）か

ら
は
、
こ
の
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
豪
雨
や
大

津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高
ま

っ
て
い
る
場
合
に
、
新
た
に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
数
十
年
に
1
度
し
か
な
い
よ

う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
屋
外
の
状
況
や

避
難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
気
象
庁
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
た
に
「
特
別
警
報
」
開
始

最
大
限
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す

子
育
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情
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設
情
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相
談
案
内
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ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
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川越町並み委員会が表彰されました

まちづくり功労者国土交通大臣表彰

　歴史的な町並み

を保全し、まちの

魅力向上や観光振

興に貢献している

として「川越町並

み委員会」が表彰

されました。

　まちづくり功労

者とは、国土交通

省が魅力あるまち

づくりの推進につとめ、特に著しい功績のあった個人・団体

を表彰するものです。「川越町並み委員会」は、一番街周辺

地区の景観における建築行為等への助言・提案を行い、伝統

的な町並みの再生や創造を市と二人三脚で担っています。今

回、その活動が評価されました。

川越町並み委員会の委員長・可児さん（写真
右）と副委員長・笛木さん（写真左）
川越町並み委員会の委員長・可児さん（写真
右）と副委員長・笛木さん（写真左）

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
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ひ
と 

ま
ち

小
江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス

観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0
4

　
今
回
は
夏
の
散
策
に
ぴ
っ
た
り
な
「
妖
怪
伝
説
」
コ
ー
ス
で
す
。
こ

の
コ
ー
ス
は
、
小
江
戸
蔵
里
を
起
点
と
し
、
キ
ツ
ネ
が
夢
に
現
れ
て
難

か
ら
逃
れ
ら
れ
た
と
い
う
「
キ
ツ
ネ
の
お
告
げ
伝
説
」
が
残
る
松
江
町

の
出
世
稲
荷
神
社
、
川
越
城
築
城
の
際
に
南
西
の
森
を
切
り
開
い
た
と

こ
ろ
、
家
臣
が
神
隠
し
に
遭
っ
た
と
い
う
「
神
隠
し
伝
説
」
の
残
る
仲

町
の
烏

か
ら
す

山や
ま

神
社
な
ど
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
が
残
る
い
く
つ
か
の
ス
ポ

ッ
ト
を
回
り
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
一
つ
に
幸
町
に
あ
る
雪
塚
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

神
社
に
は「
白び

ゃ
っ

狐こ

の
祟
り
」と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。江
戸
の
昔
、

大
雪
が
降
る
夜
、
一
匹
の
白
い
キ
ツ
ネ
が
迷
い
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
た
若
者
数
人
が
白
狐
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
毎
晩
大
き

な
火
の
玉
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
雪
塚
稲
荷
神
社
」
は
白

狐
の
祟
り
を
鎮
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
、
そ
れ
が
雪
の
降
る
日
だ
っ
た

こ
と
に
ち
な
み
そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
島
原
の
乱
の
際
に
処
刑
し
た
門
徒
の
復
讐
を
恐
れ

て
建
て
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
遊ゆ

佐さ

地じ

蔵ぞ
う

」
が
残
る
連
雀
町
の
蓮
馨
寺

な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。夏
休
み
の
き
も
だ
め
し
に「
妖

怪
伝
説
」
コ
ー
ス
を
回
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
90
コ
ー
ス
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

通町通町

連雀町連雀町

仲町仲町

時の鐘入口時の鐘入口

至川越駅至川越駅至本川越駅至本川越駅

妖怪伝説

出世稲荷神社出世稲荷神社

蓮馨寺蓮馨寺

烏山神社烏山神社

雪塚稲荷神社雪塚稲荷神社

小江戸蔵里小江戸蔵里

　7月前半、岩手県の大
おお

槌
つち

町
ちょう

と宮城県の石
いしのまき

巻市
し

に派遣職員の激励と復興の現状視察に行きまし
た。川越市からは、大槌町に都市計画関係の技
術職員2名（男性）を、石巻市に建築関係の技術
職員1名（女性）を、それぞれ派遣しています。
昨年も激励に行きたかったのですが、約半年間
腰痛がひどく行けませんでした。
　大槌町は、町長はじめ町職員の約3分の１が
津波の犠牲になってしまったところです。川越
市は昨年から都市計画関係の技術職員を派遣し
ており、津波で何もなくなってしまった街を再
建する業務担当として現地で高い評価を受けて
います。復興計画の概要は、海岸に高さ14ｍ
の防潮堤をつくり、JR 鉄道敷跡地より海側は
公園とし、山側を約2メートルかさ上げして新
たな街をつくるものだそうです。

　派遣している職員2人は、夜10時過ぎまで
の残業が続くなか、食事の心配が大変そうでし
た。
　石巻市では、街なかの市庁舎も津波で１～２
ｍまで水に漬かってしまい、海岸近くの出張所
では、たまたま市議会に出席するために本庁舎
に来ていた出張所長を除く全職員が津波の犠牲
になったところがあるとのことでした。川越市
からの派遣職員は、建物や橋の修復に携ってお
り、元気に活躍していました。
　大槌町でも石巻市でも、全国の自治体から派
遣された職員同士で助け合いながら、被災地の
職員とともに復興のための行政の仕事に取り組
んでいました。川越市の職員も元気でそれぞれ
の職責を立派に果たしている様子で、安心しま
した。苦労をいとわず、自ら志願して被災地の
ために貢献してくれている職員は、川越市の誇
りです。
　現地を見る限りでは、復興にはまだまだ時間
がかかりそうです。全国から官民挙げての支援
が続いていますが、それでも被災地の復興はか
なりの長丁場になるでしょう。市としても被災
地の1日も早い復興を支援するため、職員派遣
は続けていきます。

�被災地支援
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さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
は
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
特
に
地
域
行

事
へ
の
参
加
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
人
々
と
の
温
か
い
ふ
れ

あ
い
や
、
学
び
の
場
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
行
事
参
加
の
メ
リ
ッ
ト

●
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
社
会
の

　�

た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
経
験
を

し
、
子
ど
も
は
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
豊

か
な
感
情
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す

●�

行
事
に
よ
っ
て
は
、
年
齢
の
違
う
集

団
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢

磨
す
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
す

●�

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
よ
っ
て
刺
激
を
受
け
、

そ
の
中
で
人
間
関
係
の
ル
ー
ル
、
公
共
心
や
決
ま
り
を
守
る
意
識
な

ど
が
育
ち
ま
す

●�
親
子
で
参
加
し
た
り
、
子
ど
も
を
小
さ
い
時
か
ら
参
加
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
自
分
の
住
む
地
域
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
ま

す
●�

顔
見
知
り
が
増
え
、
近
所
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
何
か
あ
っ
た
時
、
子
ど
も
も
大
人
も
お
互
い
に
声
を
か
け
や
す

く
な
り
ま
す

地
域
行
事
の
例

●
ラ
ジ
オ
体
操

●
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
の
伝
統
行
事

●
清
掃
活
動
や
体
育
祭
な
ど

　
小
さ
い
頃
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
豊
か
な

人
間
性
や
健
康
な
体
と
い
っ
た
生
き
る
力
」
を
育
て
ま
す
。
さ
あ
、
一

歩
踏
み
出
し
て
、
親
も
子
も
地
域
行
事
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
‐
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち 

⑤

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
‐
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
5

　
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
妻
の
ヤ
ス

ヨ
さ
ん
の
今
後
の
症
状
の
進
行
な
ど
に
つ
い

て
は
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
あ
る
日
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ
さ
ん
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
今
度
、
認
知
症

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
県
の
指
定
を
受
け
て

い
る
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

が
、
無
料
で
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。
よ

か
っ
た
ら
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
と
一
緒

に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
相
談
会
当
日
、
ス
ズ
キ
さ
ん
は
ヒ
ロ
シ
さ

ん
と
一
緒
に
相
談
内
容
を
整
理
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
相
談
員
は
、
ま
ず
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
、
次
に
ヒ

ロ
シ
さ
ん
と
話
を
し
ま
し
た
。
ヒ
ロ
シ
さ
ん

は
、
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
が
毎
日
同
じ
も
の
を
買
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
の
行
動
で

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し

ま
し
た
。
相
談
員
は
、
症
状
の
進
行
の
可
能

性
や
家
族
の
接
し
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機
会

に
介
護
保
険
の
申
請

を
勧
め
ら
れ
た
た

め
、ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
、

ヤ
ス
ヨ
さ
ん
と
ス
ズ

キ
さ
ん
に
相
談
し
、

申
請
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ごみ処理とぴっくす　
ちょっとひと手間　ごみ減量の「水切り」技 資源循環推進課L239－6267

　生ごみなどを捨てる前に、ひと絞りするなどの水切りを行うと、集積所に出す時にごみ袋が軽くなる、ごみ焼却炉の
燃焼効率が上がるなどさまざまな効果があります。ごみの「水切り」減量に取り組んでみませんか。

三角コーナーを斜めにセット

　斜めに傾けると、水分がた
まるのを防ぐことができま
す。手軽にできる方法です。

水切りネットを浅くする

　ネットを浅くし、水につか
ないようします。こまめに水
切りをするとさらに効果的。

手で絞る

　捨てる前に手で水分をしっ
かり絞ります。最も確実でシ
ンプルな方法です。

天日で乾かす

　野菜くずやティーバッグ
は、天日干ししてからごみ箱
へ。風で飛ばないよう注意。
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Ｚひと　まち ふぉとニュース Ｚひと　まち

祝！300万人突破
　平成2年3月に開館した市立博物館の入館者数

が7月18日に300万人を突破しました。当日は

記念セレモニーが実施され、「ときも」も祝福に

駆けつけました。入館300万人目の中
なか

山
やま

弘
ひろ

子
こ

さん

（札幌市西区）には、ときもグッズや入館証明書な

どが贈呈されました。「びっくりしました。前に

来た時は本丸御殿も博物館も休館でしたが、記念

の時にまた来られてうれしいです」と中山さん。

日本文化を伝える国際交流

　6月29日・30日にアメリカのセーレム市で開

催された「ワールドビートフェスティバル」に書

道家の矢
や

部
べ

澄
ちょう

翔
しょう

さん（今福）が出演しました。こ

の催しは、多文化共生への理解を深めることを目

的に毎年行われ、16回目の今年のテーマは「日本

文化」。会場で行われた書道パフォーマンス（上写

真）では、姉妹都市の提携をしているセーレム市

と川越市の今までとこれからを表わす「繋
つながる

」とい

う漢字が書き入れられ、作品が完成しました。

書道パフォーマンスの様子
会場のセーレム市民からは大きな拍手が送られました。
書道パフォーマンスの様子
会場のセーレム市民からは大きな拍手が送られました。

お城が好きだという中山さん（中央）お城が好きだという中山さん（中央）

　7月6日、川越スケートセンター（田町）で「ス

ケート教室」が開催されました。教室は7月中に

3回行われ、初日のこの日はおよそ100人が参加。

小学1年生の中
なか

村
むら

紅
も み じ

葉さん（下写真・上戸）に今回

の目標を聞くと「あと2回でスイ

スイ滑れるようになりたいな」と

笑顔で答えてくれました。

　外の蒸し暑さが嘘のようにひ

んやりとした会場内に、参加者の

笑顔があふれていました。

夏のスケート教室

　三光町にある妙昌寺では、土用の丑の日に「ほ

うろく灸」が伝統的に行われています。暑気あた

りや頭痛に効能があるといわれ、以前は多くの農

家の方が夏場の農作業で暑さ負けしないようにと

訪れていたそうです。

　20年ほど前から訪れている

という椎
しい

橋
ばし

よし江
え

さん（吉見

町）は「頭がすっきりした気がし

ます。暑い夏を乗り切って1年

間健康で過ごしたいです」。

熱さに耐えて暑さに勝つ

川越市スケート連盟の方が講師となり、靴の履き方や氷
上の歩き方など基礎の指導が行われました。
川越市スケート連盟の方が講師となり、靴の履き方や氷
上の歩き方など基礎の指導が行われました。

素焼きの皿を頭に乗せて、もぐさに火を付けると、辺り
は煙で真っ白になります。
素焼きの皿を頭に乗せて、もぐさに火を付けると、辺り
は煙で真っ白になります。
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下
写
真
の「
拵

こ
し
ら

え
付つ

き

太
刀 

長な
が

吉よ
し

作 

至し

徳と
く

4
年
」
は
、
1
3
8
7

年
に
作
ら
れ
た
作
品
で
す
。
埼

玉
県
指
定
文
化
財
で
、
川
越
藩

主
秋あ

き

元も
と

喬た
か

房ふ
さ

が
三
芳
野
神
社
に

寄
進
し
、
永
く
社
宝
と
し
て
大

切
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

作
者
の
長
吉
は
備
前（
岡
山
県
）

の
刀
工
で
、
南
北
朝
時
代
に
活

躍
し
た
名
工
・
長

ち
ょ
う

義ぎ

の
一
門
と

さ
れ
ま
す
が
、
長
吉
の
在
銘
作

は
極
め
て
少
な
い
た
め
、
こ
の

太
刀
は
歴
史
資
料
と
し
て
と
て

も
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
寺
社
の
宝
物
と
し
て
伝

え
ら
れ
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
刀
剣
が
多
い
の
が
川

越
の
文
化
財
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
川
越
の
名
刀
で
有
名

な
の
が「
太
刀　

つ
け
た
り
　

附
糸
巻
太
刀 

こ
し
ら
え

拵
あ
銘め

い

友と
も

成な
り

」。
こ
の
作
品
も
、

喜
多
院
所
蔵
の
国
指
定
重
要
文
化
財
で
す
。

　

川
越
は
か
つ
て
城
下
町
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
刀
剣
を

愛
好
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
幕
末
に
活

躍
し
た
藤ふ

じ

枝え
だ

太た

郎ろ
う

英て
る

義よ
し

を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
刀
工
の
作

品
も
多
く
残
り
、
美
術
刀
剣
を
鑑
賞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

＊「
拵
え
付
太
刀�

長
吉
作�

至
徳
4
年
」
は
、
9
月
21
日

㈯
か
ら
開
催
す
る
名
刀
展
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川川
越越
時時
間間
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行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
117711771177

川
越
時
間
旅
行
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市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
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川
越
の
名
刀

早
い
梅
雨
開
け
で
、
７
月
初

め
か
ら
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。伊
佐
沼
公
園
に
行
く
と
、

子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
。
カ
メ
ラ

を
向
け
る
と
元
気
に
駆
け
寄
っ
て

き
ま
し
た
。
隣
の
伊
佐
沼
で
は
、

ハ
ス
が
満
開
。
木
道
か
ら
花
の
写

真
を
撮
っ
た
り
、
散
歩
を
し
て
い

る
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
木
道
の
周
辺
に
多
く
の
苗
を
植

え
た
の
で
、
よ
り
身
近
に
花
を
楽

し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ハ
ス
の
時
期
が
終
わ
る
と
今

度
は
ヒ
マ
ワ
リ
。沼
の
東
側
で
は
、

8
月
下
旬
頃
に
2
反
ほ
ど
の
農
地

で
ヒ
マ
ワ
リ
が
見
頃
を
迎
え
る
そ

う
で
す
。

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。
私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

　マクワウリ
という果実を
ご存知です
か。その歴史

は古く、縄文時代の初期には既に食べられていた
そうです。川越では古くから栽培されている作物
で、江戸時代の書物「本

ほん

朝
ちょう

食
しょっ

鑑
かん

」には「濃
のう

洲
しゅう

の種
を武州河越に移栽したものがいちばんよい」とあ
り、現在の岐阜県南部から種が川越に運ばれて定
植され、質の良いマクワウリが作られていたよう
です。市内ではその後、昭和30年ごろまで多く
生産されていました。
　「果実は強い日差しと泥に弱いので、畑に稲わ
らを敷いたり葉やつるで実を隠すようにしたりし

ています。栽培を始め
て2年目なので、まだ
試行錯誤を重ねていま
す」とマクワウリを栽
培している戸

と

田
だ

大
だい

輔
すけ

さ
ん（下松原）。西洋ナシ
に似た形をしている果
実は、淡い黄色になる
と食べごろ。大きさはソフトボールくらいになり
ます。冷蔵庫で冷やして食べるのがお勧めです。
メロンのようなみずみずしい食感と爽やかな甘み
が口の中に広がります。
　かつて川越で食べられていたマクワウリは、伊
佐沼農産物直売所などで買うことができます。

17

農政課L224－5939

マクワウリ

熟すともう少し黄色が増し
てきます

拵え

太刀


